
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊町立飯豊中学校 

第１学年だより 

 第 ２２ 号 

 ２０２３．９．２９（金） 

文責 : 小松正義 

 

学びの多かった新人戦               ハンダーマン結愛（２組） 

今回の新人戦では「声を出すこと」の大切さを学んだ大会でした。１日目の北中・南中戦で

は、相手チームの応援の声に圧倒されてしまったり、仲間の間に声を出さずにボールを落とし

てしまったりして負けてしまいました。２日目の白鷹中戦は、反省を活かして声を出しまし

た。その結果、盛り上がってボールも上がったし、サービスエースをとることもできました。

声を出して勝つことができて本当に嬉しかったです。 

これからは、今回最初から出来なかった「声出し」を意識して緊張をほぐし、自信を持って

プレイできるようにしたいです。そして決まった時には全力で喜び、自分たちの流れに持って

いったり、落としてしまった時でも暗くならずに励まし合ったりできるようにしたいです。そ

のために普段の練習から大きな声を出すことを意識したいです。 

新人戦を終えて                     勝見 倖多（２組） 

僕は新人戦までとても緊張していました。そして新人戦当日、僕はもっと緊張していまし

た。今回の試合の目標は、技をかけることと礼法を間違わないということでした。試合が始

まり、僕は相手と組んだものの、先に技をかけられてそのまま抑え込まれて終わってしまい

ました。技をかけられなかったことが悔しいし、すぐに終わってしまったことも悔しかった

です。だけど礼法だけはできました。これからもっと強くなって悔しい思いを晴らしたいで

す。 

初めての新人戦                     横山 結音（１組） 

初めての新人戦を終えてさまざまなことを学びました。１日目の団体戦では、先輩方のサ

ポートを一生懸命がんばりました。その中でも試合の流れや結果をノートにメモして試合の

後に先輩に報告するなど応援だけでなく、次の試合につなげられるようにサポートすること

ができました。２日目は個人戦でした。僕は今ある自分の力をしっかり発揮できるように試

合に臨みました。１試合目はストレートで勝つことができました。２試合目は東北大会でも

優勝する選手だったので、気持ちで負けないように意識しました。試合には負けてしまった

けれど、自分の良いプレイも出すことができました。これからの練習では反省を活かしても

っと良いプレイができるようにがんばります。 
初めての新人戦                     大谷部麗奈（１組） 

私は、今回の新人戦を終えてレベルの高さを知りました。私は、北中戦、南中戦、白鷹中戦に

出ました。北中戦や南中戦では、自分の良いところを出せました。また、シュートも決めること

ができました。でも白鷹中戦では、自分の全力は出し切れたけど、相手のディフェンスや正確な

シュートにやられてしまい、１２点差で負けてしまいました。また、相手はチームワークもよく

パス回しがうまかったです。これから自分のシュートのレベルやディフェンスのレベルを今より

もっと上げて白鷹中に勝てるようにしたいです。 

これからリーグ戦もあるので、それに向けてもっと練習をして悔いの残らない試合にしたいで

す。地区大会では絶対地区優勝して県大会にチームメイトみんなで行けるようにしたいです。 

第１学年親子行事の日程を決定しました。 

皆さん参加できるよう、今から日程の調整をお願いします。 

１０月２９日（日）午前中 

親子レクリェーション（詳細については、役員会で検討中） 

 2３・24日、地区新人大会が行われました。卓球部・サッカー部が県新人大会（南ブロック大

会）に駒を進める結果を収めました。また、個人でも羚斗さんが同じく県南ブロック大会に駒を

進めています。 

第 3位  卓球男子個人 志田羚斗さん（2組）  

おめでとうございます。県大会でも、しっかり自分の力を発揮してください。  

リベンジ                        横澤 遥彦（２組） 

 新人戦は１回戦で小国・長井北中に０対１で負けてしまいました。目標だった小国中を倒

すことはできませんでしたが、おそらく新チームでのベストゲームだったと思います。今ま

では、いつも初回に点を取られてそのまま負けていたのですが、今回は全員が本気で勝ちに

いっていたし、声も大きく、団結していたからだと思います。バッティングに課題を残す結

果となってしまいましたが、団結していたからこそ１失点で抑えることができたと思いま

す。地区大会で、再び対戦した時は、勝てるようにがんばります。 

新人戦を終えて                     渡部 里杜（１組） 

僕は初めての新人戦を前に壮行式の時からとてもドキドキしていました。 

僕たちの１試合目の相手は白鷹中でした。ベンチから見ていて、パスやボールタッチなどが上

手ですごいなと思ったし、僕もそういう技を身に着けたいと思いました。試合は０対１で負けて

しまいました。次の長井北・南中の試合では出場できるかなと思っていたけど、ベンチスタート

で最後まで出場できませんでした。最初の方は、おされ気味で危ないシーンが続きましたが、デ

ィフェンスが何とかクリアし続けて耐えました。時間がたつにつれて飯豊中ペースになり、小国

中の選手が１点を決めて、見事県南ブロック大会出場を決めました。僕はすごくうれしかったで

す。ずっとベンチだったけど、県大会では試合に出て良いプレイをしたいと思いました。これか

らも最後まであきらめずに練習を続けていきたいです。 



 

 

 

 

 

学年集会で、中間テストに向けたみんなの取り組みの甘さが指摘されました。 

本気で取り組んでいない状況は、こちらから見ても明らかです。１学期出来ていたことが

できていない。出来ない事を「やろう」と言っているのではありません。とても残念です。 

安きに流れている証拠です。もう一度自分を厳しく見つめてみましょう。 

１学期出来ていたこと：期限までのワークの提出 
これは、「１年生の良さだね。」と評価していたことです。今回この部分が学年全体とし

て、低下しています。自分ができていた良さを失っては成長できません。 

やるべきことはやってこそ、責任を果たせるのです。社会にはばたく前に、最低限の仕事

を果たせる人になりましょう。今から挽回できることは最後まで必死に挽回しよう。 

学年集会で、地域おこし協力隊の後藤武蔵さんから、協力依頼がありました。 

地域ボランティアに積極的に参加することで、地域貢献を行動で表すことができます。ま

た、自分自身の見聞を広げることにもなります。積極的に参加しましょう！ 


